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公立高等学校入学者選抜学力検査問題

　　　　

理

　　

科

第

　

一

　

間

　

次の１～３の問いに答えなさい。

１

　

図１は， ヒトの血液が体内を循環する経路を模式的に表したものです。 あとの（１）～｛３）の問いに答

えなさい。

図 １
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（１） 図１の血管Ａを流れる， 酸素を多くふくむ血液を何というか， 答えなさい。

（２） さまざまな物質をふくむ血液が， 体内を循環することで， 物質は器官に運ばれます。 血液にふ

　

くまれる物質と， 器官のはたらきについて述べたものとして， 最も適切なものを， 次のア～工か

　

ら１つ選び， 記号で答えなさい。

　

ア

　

血小板中のヘモグロビンと結びついた酸素は， 脳に運ばれ， 細胞内で使われる。

　

イ

　

血液にふくまれる二酸化炭素は， 肝臓に運ばれ， 無害なアンモニアに変わる。

　

ウ

　

小腸で吸収された食物中の繊維は， 肝臓に運ばれ， たくわえられる。

　

工

　

尿素などの不要な物質は， じん臓に運ばれ， 血液中からとり除かれる。

（３） 図１の血管Ｂには， ところどころに弁があります。 この弁のはたらきを， 簡潔に述べなさい。

－

　

１

　

－



宮城県に住む久美さんは， 理科の学習の中で， 自然と人間とのかかわりについて調べており， イ

ンターネットを利用して， 伊豆大島に住む佐藤さんに質問しています。 下のｉ

　　　　

ｉは， 久美さ

んと佐藤さんの会話です。 あとの（１）～（３）の問いに答えなさい。

伊豆大島には， 現在も活動を続ける火山がありますが， 伊豆大島に

住む方々の生活は， 火山とどのようなかかわりがありますか。

　

伊豆大島は， 島全体が火山です。 温泉は観光資源として， また， 島に

広く分布する， 火成岩である玄武岩は， 建材として活用されています。
このように，火山の恵みを利用する一方，噴火により自然災害が発生し，
被害を受けることもあります。

伊豆大島では， 自然災害に備えて， 何か取り組んでいることがあり

ますか。

伊豆大島では， 火山の特徴

に加えて， 島の地形や気象の

特徴を調べ， ご覧のようなノ、

ザー ドマップを作成してい

ます。 さまざまな自然災害

に備えるために， 火山の特徴

を理解 し， ハザー ドマップを

活用して， 被害を減らすため

の計画を考えています。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

（「伊豆大島火山防災マップ」 より作成）

（１） 下線部の玄武岩のように， マグマが地表付近まで運ばれ， 地表や地表付近で短い時間で冷えて

　

固まった火成岩を何というか， 答えなさい。

（２｝

　

下線部の玄武岩が， 伊豆大島に広く分布していることから， 伊豆大島火山から噴出した火山灰

　

の特徴がわかります。 火山灰にふくまれる鉱物の特徴と， 火山灰の色の組み合わせとして， 最も

適切なものを， 次のア～工から１つ選び， 記号で答えなさい。

　

ア

　

角張った鉱物が多い

　

－

　

白っ ぽい

　　　　

イ

　

丸みを帯 びた鉱物が多い

　

－

　

白っ ぽい

　

ウ

　

角張った鉱物が多い

　

－

　

黒っ ぽい

　　　　

エ

　

丸みを帯 びた鉱物が多い

　

－

　

黒っ ぽい

（３） 次の文章は， 久美さんたちの会話とハザードマップをもとにして， 伊豆大島火山の火山活動に

　

ともなって発生する可能性がある，自然災害について述べたものです。 内容が正しくなるように，
①のア， イ， ②のウ， 工からそれぞれ１つ選び， 記号で答えなさい。

佐藤さんが示したハザードマップの一部

国璽圏 恐 憾降る可能性が

ヒコ袈窯変鵠可能性が

５０００ｍ

　

伊豆大島火山の地下にあるマグマのねばりけは① （ア

　

弱い

　

イ

　

強い） ため， 溶岩流が

火山の斜面に沿って流れ， 火口から離れたところまで， 広がる可能性がある。 また， 伊豆大

島の上空には， ② （ウ

　

北西や南東

　

工

　

北東や南西） の風がふくことが多く， 島の北部や

南部と比べて， 東部や西部には， 火山灰が降り積もる可能性が高い。

－

　

２

　

－



３

　

ダニエル電池をつくり， 抵抗器に加わる電圧と， 電極のようすを調べた実験について， あとの（１）

～（６）の問いに答えなさい。

〔実験〕
国

　

ビーカーに， ５％の硫酸亜鉛水溶液と亜鉛板を入

　

れた。

図 ２

　　

亜鉛板

　　　　

銅板

図

　

透析用セロハ ンチュー ブの片方を結んで閉 じたも
発泡ポリ

　　　　　

透析用

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

ス チ レ ン セ ロ ハ ン

　

のに， ５％の硫酸銅水溶液と銅板を入れた。

　　　　　　　

の板

　　　　　　　　

チューブ

国

　

図２のよう に， 図の透析用 セロハ ンチュー ブを，

　　　　　　　　　　　　

５％の硫酸銅

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

水 溶 液

　

団のビーカーの中の硫酸亜鉛水溶液に入れ， 発泡ポ

　　　

５％の硫酸亜鉛

　

リスチ レンの板を使って２つの金属板を立てた。

　　　　　

水溶液

国

　

図３のように， 国の金属板，４００の抵抗器， 電

　　

圏３

　

圧計を導線でつなぎ， ダニエル電池をつくった。 亜鉛板

　

、鋼板

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

フｏラス

　

①電圧計の針はつねに

　

＋

　

側にふれ， ②電圧計の

　

値はＬＯＶを示した。 しばらくした後， ③銅板に

　

は赤い物質が付着した。 電圧計

（１） 硫酸銅水溶液における水のように， 物質をとかしている液体を溶媒といいますが， 硫酸銅水溶

液における硫酸銅のように， 溶液にとげている物質を何というか， 答えなさい。

（２） 下線部①のようになったのは， 図３の回路を流れた電流の向きが変わらなかったためです。 こ

　

のように， 一定の向きに流れる電流を何というか， 答えなさい。

（３） 図３の回路を流れた電流について述べたものとして，正しいものを，次のア～工から１つ選び，
記号で答えなさい。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

マイナス

　

ア

　

十極である亜鉛板から， 導線や抵抗器を通って，

　

－

　

極である銅板に流れた。

　

イ

　

十極である銅板から， 導線や抵抗器を通って， －極である亜鉛板に流れた。

　

ウ

　

ー極である亜鉛板から， 導線や抵抗器を通って， 十極である銅板に流れた。

　

エ

　

ー極である銅板から， 導線や抵抗器を通って， 十極である亜鉛板に流れた。

（４） 次のＩ

　　　　

Ｈま， 国で， ダニエル電池によって外部に電気エネルギーをとり出したときの，

　

エネルギーの変換を表したものです。（

　　　

） に入る語句として， 最も適切なものを， 次のア

～工から１つ選び， 記号で答えなさい。
ア

　

光

　　　　　　　　

イ

　

弾 性

ウ

　

化 学

　　　　　　　　

工

　

熱
（

　　　

） エネルギー

　　　　　

電気エネルギー

（５） 下線部②のとき， 回路を流れた電流の大きさは何Ａか， 求めなさい。

（６） 下線部③の赤い物質を集め， 薬品さじでこすると， 金属光沢が見られたことから， 赤い物質は

　

銅であることがわかりました。 銅板に銅が付着した理由について述べたものとして， 最も適切な

　

ものを， 次のア～工から１つ選び， 記号で答えなさい。

　

ア

　

硫酸銅水溶液中の銅イオンが， 陽子を失って銅となったから。

　

イ

　

硫酸銅水溶液中の銅イオンが， 電子を失って銅となったから。

　

ウ

　

硫酸銅水溶液中の銅イオンが， 陽子を受けとって銅となったから。

　

工

　

硫酸銅水溶液中の銅イオンが， 電子を受けとって銅となったから。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

－

　

３

　

－



第 問

　

誠さんと恵さんは，理科の授業で，植物に出入りする二酸化炭素の量について疑問をもち，
仮説を立て， 調べ方を考えて， 実験を行いました。 あとの１～５の問いに答えなさい。
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１〔仮説〕
１

〔調べ方〕
回

　

青色のＢＴＢ溶液に，二酸化炭素を吹きこみ，緑色にする。
図

　

図１のように， Ｅ］のＢＴＢ溶液と， 同じ長さに切ったオオカ

　

ナダモを試験管Ａ， Ｂに入れ， ゴム栓で密閉し， 光合成を行

　　

わないように， 試験管Ｂの全体をアルミニウムはくで包む。
国

　

暗室で， 図２のように， 国の試験管Ａ， 日に， ｌｍ離れ

　

た地点から電球の光を当てる。 １時間後， ＢＴＢ溶液の色

　

の変化を観察する。
〔実験〕 調べ方をもとに操作と観察を行い， その結果を裏に

まとめた。

表
ＢＴＢ溶液の色

試験管Ａ 青色に変化した

試験管Ｂ 黄色に変化した

１

　

植物の細胞の中にある， 光合成を行う緑色の粒を何というか， 答えなさい。

２

　

調べ方で， 誠さんたちは， 気体の二酸化炭素がもつ性質をもとにして， 溶液中の二酸化炭素の増

減を調べようとしました。 気体の二酸化炭素がもつ性質のうち， 実験で， 誠さんたちが利用した性

質として， 最も適切なものを

　

次のア～工から１つ選び， 記号で答えなさい。
ア

　

空気よりも重い。

　　　　　　　　　　　　　

イ

　

石灰水を白くにごらせる。
ウ

　

ものを燃やすはたらきがない。

　　　　　　

工

　

水にとげると酸性を示す。

３

　

誠さんたちが立てた仮説が正しい場合に予想される， 試験管Ａ， Ｂに入れたＢＴＢ溶液の色の変

化について述べたものとして， 最も適切なものを， 次のア～工から１つ選び， 記号で答えなさい。
ア

　

試験管Ａは変化せず， 試験嫡管Ｂは青色に変化する。

　　

イ

　

試験管Ａ， Ｂともに青色に変化する。

　

ウ

　

試験管Ａは変化せず， 試験管圏は黄色に変化する。

　　

エ

　

試験管Ａ， Ｂともに黄色に変化する。

４

　

実験の結果から考えられることについて述べた次の文章の内容が正しくなるように，①のア，イ，
②のウ， エ， ③のオ， 力からそれぞれ１つ選び， 記号で答えなさい。

５

　

下の１

　　　

１は， 実験をふり返ったときの， 先生と誠さんたちの会話です。

先生

　

：実験で， ＢＴＢ溶液の色の変化が， 植物のはたらきによることを， 確かめられたかな。
誠さん：実験をふり返ると， 植物のはたらきによるものかは， 確かめられなかったと思います。
恵さん：そうだね。 では， どうすれば， 確かめられるだろう。

誠さんたちは， 下線部について確かめるために， 試験管Ｃを準備し， １つの条件以外を同じにし

て対照実験を行うことにしました。 調べ方で準備した試験管Ａの条件に対して変える， 試験管Ｃの

条件と， 期待される， 試験管ＣのＢＴＢ溶液の色の観察結果を， それぞれ簡潔に述べなさい。

図２

園葡
試験管Ａ

　

試験管Ｂ

Ｉ

園 樵

ＢＴＢ
溶液

オオカナダモ アルミニウムはく

１ｍ

植物は常に呼吸を行うので， 植物を入れた密閉容器内

の二酸化炭素の量は， 植物が光合成を行うと変わらず，
光合成を行わないと増えるだろう。

　

試験管Ａでは， 植物から放出された二酸化炭素の量より， 植物に吸収された二酸化炭素の量の

方が① （ア

　

多かった

　

イ

　

少なかった） と考えられる。 試験管Ｂでは， 植物が② （ウ

　

光合成

工

　

呼吸） を行わず， 二酸化炭素は③ （オ

　

吸収

　

力

　

放出） されるのみだったと考えられる。

－

　

４

　

－



第

　

三

　

問

　

宮城県内のある地点において， 同じ年の夏至の日と秋分の日の太陽の動きを調べた観察に

ついて， あとの１～４の問いに答えなさい。

〔観察〕 夏至の日と秋分の日の８時から１５時まで， １時間ごと

　

図１

に太陽の位置を観察し， その位置を◎印で透明半球に記録した。
図１のように， ◎印をなめらかな曲線で結 び， この曲線を透明

　　　　　　　　　

西

透明半球

半球のふちまで延長 して，透明半球上に太陽の通り道をかいた。

　

南

　　　　

Ａ

　　　　　

北
さらに， 夏至の日の曲線と透明半球のふちとの東側の交点をＸ

　　　　　　　

東

　　

ｘ

　

点， 夏至の日の８時の太陽の位置をＡ点とした。

１

　

太陽などの天体は， 地球から天体までの距離が非常に遠いため， 観測者を中心とした大きな球体

の天井にはりついているように見えます。 この見かけ上の球体の天井を何というか， 答えなさい。

２

　

観察の結果について説明した次の文章の内容が正しくなるように， ①のア， イ， ②のウ， 工から

それぞれ１つ選び， 記号で答えなさい。

透明半球上で， ◎印は東から西に向かうように記録された。 これは， 地球が① （ア

　

西から束

イ

　

東から西） へ自転しているためである。 また， 夏至の日と秋分の日の南中時刻が，１２時よ

り② （ウ

　

前

　

工

　

後） だったのは， 観測地点が兵庫県明石市より東に位置するためである。

３

　

圏１で， Ａ点とＸ点の間の弧の長さは８．７ｃｍ， 夏至の日の， １時間ごとの◎印の間の弧の長さは

２．３ｃｍでした。 夏至の日の， 日の出の時刻は， 何時何分だったと考えられるか， 最も適切なものを，
次のア～工から１つ選び， 記号で答えなさい。
ア

　

３時４７分

　　　　　

イ

　

４時１３分

　　　　　

ウ

　

４時４７分

　　　　　

工

　

５時１３分

４

　

図２は， 図１の透明半球を東側から真横に見たものです。 次の◎，｛２）の問いに答えなさい。 ただ

し， 図２では， 図１にある◎印を省略しています。

　　　　　　　　　　

図２

（↑） 図２で， 夏至の日から秋分の日にかけての， 太陽の通り道の変化

　

について述べたものと して， 最も適切 なものを， 次のア～工 から

　

１ つ 選 び， 記 号 で 答 え な さ い。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　

南

　　　　　

東

　　

×

　　

北

　

ア

　

南中高度は高くなり， 日の出の位置は北寄りになっていった。

　

イ

　

南中高度は高くなり， 日の出の位置は南寄りになっていった。

　

ウ

　

南中高度は低くなり， 日の出の位置は北寄りになっていった。

　

工

　

南中高度は低くなり， 日の出の位置は南寄りになっていった。

（２） 現在， 地球は， 公転面に垂直な方向に対して地軸を２３．牟傾けて公転しています。 この地軸の

　

傾きは， 約４万年から５万年の周期で少しずつ変化しています。 地軸の傾きが２２ｏになったとき

　

の， 夏至の日の太陽の通り道を， 図２に太い点線 （一－－） でかき入れたものとして， 最も適切

　

なものを， 次のア～工から１つ選び， 記号で答えなさい。 ただし， 観察と同じ地点で太陽の動き

　

を調べ， 地球の地軸の傾き以外の変化は考えないものとします。
ア

　　　　　　　　　　　　

イ

　　　　　　　　　　　　

ウ

　　　　　　　　　　　　

エ

　

　

　

　

　

　

　
南

　　　　

東

　　

Ｘ

　

北

　　　　

南

　　　　

東

　　

×

　

北 南

　　　　

東

　　

Ｘ

　

北

　　　　

南

　　　　

東

　　

Ｘ

　

北

－

　

５

　

－



第

　

四

　

問

　

ばねに加わる力の大きさと， ばねののびとの関係について調べた実験１， ＝について， あ

　

との１～５の問いに答えなさい。 ただし， 質量１００ｇの物体にはたらく重力の大きさをＩＮと し， ば

ねの質量や力学台車にはたらく摩擦は考えないものとします。

〔実験１〕
国

　

図↑のように， 長さが１０。ｏｃｍのばねＡを， スタンドに固定したっり棒につり下げた。
図

　

ばねＡの下端に，質量が５０ｇのおもりを１個ずつつるしていき，つるすおもりを増やすたびに，

　

ばねＡとおもりが静止した状態で， ばねＡののびをものさしで測定した。
国

　

ばねＡを， 長さが１０．ｏｃｍのばねＢにかえ， 図と同様にして， ばねＢののびを測定した。
国

　

国と国の結果をもとに， ばねＡとばねＢのそれぞれについて， ばねに加わる力の大きさと

　

ばねののびとの関係をグラフにまとめたところ， 図２のようになった。

図 １

　　　　　　　　　　　　　　　　

図 ２
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３．０
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タンド

〔実験虹

　

〕

国

　

図３のように， 水平な台の上に置いた斜面上に質量が５００ｇの力学台車ａを置き， 実験１で

　

使用したばねＡをつないで斜面に沿って上向きに引き， 力学台車ａを斜面上に静止させたと

　

き， ばねＡの長さは１３．ｏｃｍであった。

図

　

図４のように， 水平な台の上に置いた， 国と同じ傾きの斜面上に質量が１０００ｇの力学台車ｂ

　

を置き， 実験１で使用したばね日をつないで斜面に沿って上向きに引き， 力学台車ｂを斜面上

　

に静止させたとき， ばねＢの長さは１２．４ｃｍであった。

図３ 図４
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１

　

実験１で， ばねに力を加えるとばねがのびたことと共通する， 力のはたらきによる物体のようす

の変化について述べたものとして，最も適切なものを，次のア～工から１つ選び，記号で答えなさい。
ア

　

ボールを机の上にのせると， ボールは静止した。
イ

　

ボールを机にお しつけると， ボールの形が変わった。

ウ

　

ボールを落とすと， ボールは速さを増しながら落下した。
工

　

ボールを机の上で転がすと， ボールは少し転がって止まった。

２

　

実験１の国で， ばねＢに加わる力の大きさが３．ＯＮ‐のとき， ばね鰐ののびは何ｃｍか， 求めなさい。

３

　

図５は， 実験＝の国で， 斜面上に置いた力学台車ａにはたらく重力を， 力の矢印で表したもので

す。力学台車ａにはたらく重力を， 斜面下向きの分力と斜面に垂直な分力に分解し， 解答用紙の図

に力の矢印で表しなさい。
図５

　　　　　　　

‐

　

，

　　　

力学台車ａ

　　　　　　　　　　　　　　　

斜 面

　　　　　　　　　　　　

重 力

４

　

実験＝で， 力学台車ａにはたらく重力の斜面下向きの分力の大きさを×， 力学台車ｂにはたらく

重力の斜面下向きの分力の大きさをＹとします。 ×， Ｙの値について述べたものとして， 正しいも

のを， 次のア～工から１つ選び， 記号で答えなさい。
ア

　

図３の斜面の傾きと図４の斜面の傾きは等しいため， ＸとＹは同じ値である。
イ

　

力学台車ａと力学台車ｂは， どちらも斜面上に静止しているため， ＸとＹは同じ値である。
ウ

　

力学台車ｂの重さは， 力学台車ａの重さの２倍なので， Ｙは×の２倍の値である。
工

　

ばねＢのの びは， ばねＡののびの０．８倍なので， Ｙは×の０．８倍の値である。

５

　

実験１の国の状態の力学台車ａに， 質量が１００ｇのおもりを１個ずつ固定していき， 固定するお

もりを増やすたびに， 力学台車ａを斜面上に静止させ， ばねＡの長さを測定します。 また， 実験醍

の図の状態の力学台車ｂに， 質量が２００ｇのおもりを１個ずつ固定していき， 固定するおもりを増

やすたびに， 力学台車ｂを斜面上に静止させ， ばねＢの長さを測定します。 このとき，力学台車ａ，
ｂに固定したおもりが， それぞれある個数の場合に， ばねＡののびと， ばねＢののびが等しくなる

ことがあります。 このうちで， ばねＡ， Ｂののびが最も小さいとき， ばねＡ， Ｂののびは何ｃｍか，
求めなさい。

－

　

７

　

－



第

　

五

　

問

　

うすい塩化バリウム水溶液に， うすい硫酸を加えたときの変化を調べた実験について， あ

　

との１～５の問いに答えなさい。

〔実験〕
国

　

ビーカーＡ， Ｂ， Ｃ， Ｄ， Ｅに， うすい塩化バリウム水溶液を同 じ試薬 びんから， ５０。ｏｃｍ３

　

ずつはかりとった。

国

　

うすい硫酸を同じ試薬びんから， ビーカーＡには１０．ｏｃｍ３， ビーカー圏むこは２０．ｏｃｍ３， ビーカー

　　

Ｃには３０．ｏｃｍ３，ビーカーＤには４０．ｏｃｍ３，ビーカーＥには５０。ｏｃｍ３加え，十分に反応させると，ビー

　

カーＡ～Ｅのそれぞれで硫酸バリウムの白色沈殿が生じた。

国

　

ビーカーＡ～Ｅのそれぞれの液をよくかき混ぜ， 硫酸バリウムがビーカーに残らないよう

　

にろ過した。 次に， それぞれのろ紙に残った硫酸バリウムをよく乾燥させ， 硫酸バリウムだ

　

けの質量を測定した。
回

　

国の結果を， 表にまとめた。

　

表

ビーカーＡ ビーカー隠 ビーカーＣ ビーカーＤ ビーカーＥ

うすい硫酸の体積 ［ｃｍ３］ １０。Ｏ ２０．Ｏ ３０．Ｏ ４０．Ｏ ５０．Ｏ

硫酸バリウムの質量 ［ｇ］ ０．５０ １．００ １．５０ １。５０ １．５０

１

　

硫酸バリウムのように， ２種類以上の原子でできている物質を， 次のア～工から１つ選び， 記号

で答えなさい。
ア

　

水 素

　　　　　

イ

　

ア ンモ ニ ア

　　　　　　

ウ

　

硫 黄

　　　　　

工 マ グ ネ シ ウ ム

２

　

実験もこぉける， 塩化バＪウムと硫酸の反応を化学反応式で表すとき， 次の 頃 可 にぁてはまる

化学式を答えなさい。

ＢａＣ』 十

　

ＨＳ◎

　

→

　

２［１虹 十

　

鱗ｓ鋭

３

　

表をもとに， 加えたうすい硫酸の体積と生じた硫酸バリウムの質量との関係を表すグラフを， 解

答用紙の図にかき入れなさい。

４

　

裏から， ビーカーＣ， Ｄ， Ｅのそれぞれに生じた硫酸バリウムの質量が等しいことがわかります。
生じた硫酸バリウムの質量が等しくなった理由を， 簡潔に述べなさい。

５

　

新たに準備したビーカーＦに， 国の試薬びんからうすい塩化バリウム水溶液を４５．ｏｃｍ
３はかりと

りました。 次に， 図の試薬びんからうすい硫酸２５．ｏｃｍ
３をビーカーＦに加え， 十分に反応させまし

た。 このときに生じる硫酸バリウムの質量は何ｇか， 求めなさい。

－

　

８

　

－


